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■日本健康心理学会第 37回大会のお知らせ（日本健康心理学会第 37
回大会準備委員会より） 
2024年度の年次大会は，大分県の別府大学にて開催します。これから，
メールマガジンにて色々と情報を順次提供します。どうぞよろしくお

願いします。 
１．開催スケジュール：2024年11月23－24日（土日） 
２．開催場所：別府大学（大分県別府市北石垣82） 
３．大会テーマ（案）：基礎研究と臨床実践の発展を考える 
４．大会に関するスケジュール（案） 
一般演題，自主シンポジウム受付：6月1日から7月31日頃 
抄録締め切り：8月31日頃 
参加受付：予約：7月1日から10月頃まで 
 
■第135回健康心理学オンライン研修会のご案内（研修委員会より） 
3月30日（土）（15:00～16:30）に第135回オンライン研修会を予定し
ております。今回は，桜美林大学の池田美樹先生より「 災害時の心の
ケア 」をご講演いただきます。 
事前申し込み等の詳細は，後日お知らせいたします。多数の皆様のご

参加をお待ちしております。 
 
■メディカルオンライン会員向け無料閲覧サービス：2024年度ID・パ
スワードのお知らせ（機関誌編集委員会より） 
機関誌論文の閲覧につきまして，最新刊から 1年間は，会員限定公開
としています。 
これまで，メールマガジンにてIDとパスワードをお知らせしておりま
したが，会員外の方も本学会の HP でメルマガを閲覧可能な状態でし
た。そのため，今後ID・パスワードについては，会員専用ページにロ
グイン後の画面上の「お知らせ」の箇所に掲載しています。 
 
会員専用ページURL 
https://www.mmb-sys.jp/pacmmb/index/jahp/enter_page.aspx  
※日本健康心理学会 HP（https://kenkoshinri.jp/ ）の「会員専用ページ」
からもアクセスいただけます。 
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  2）外部連携団体からのお知らせ 
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■「健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023」の公表（健康日
本21推進全国連絡協議会より） 
「健康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023」が厚生労働省 HP
にて公表されました。 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/undou/
index.html  
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  3）健康心理学コラム Vol. 134 
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「見た目と心と健康と」 
鈴木 公啓（東京未来大学） 
 
私の研究テーマは，外見，装い，身体，ボディイメージなどです。外見

というと社会心理学的なテーマと思う人も多いかもしれませんが決し

てそうではありません。健康心理学のテーマでもあります。 
そもそも，外見の満足度は日々の感情や気分にも影響を及ぼしますし，

中・長期的なSubjective well-beingやQOL (Quality of life)とも関連してい
ます。例えば，化粧がうまくいったときや新しい服を纏った場合の高

揚感といったポジティブな影響もありますし，自分の顔立ちがあまり

好きでは無いため社交的になれないといったネガティブな影響もあり

ます。 
私たちが自分の身体をどのように感じているか，それがどのような影

響を及ぼすか，そして，ポジティブに受け止めていくにはどうしたら

良いか，といったことについて，これまで多くの研究者によって研究

がおこなわれてきました。そして，有用な知見も得られてきています。

例えば，ミラーエクスポージャー (e.g., Hilbert et al, 2002) といった自分
の姿を見続ける方法や，ボディアプリシエーション (Tylka ＆ Wood-
Barcalow, 2015) という感謝を用いた方法などがあります。しかし，ま

だまだ実装には十分とは言い難く，これからのさらなる研究が待たれ

ます。というわけで，興味を持たれた方，どうでしょうか？ 
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